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　　　荒川区の事業のうち、現在、力
を入れていると思うものを、第
１位から第 5 位まで選んで下さ
い（複数回答）

　　　高齢者福祉の充実（32.7%）が
　　　1位
　２位　放置自転車対策（31.7%）
３位　健康づくりなどの保健衛生施策

の充実（28.7%）
４位　幼児・児童の子育て支援の充実

（25.1%）
５位　公園の整備充実・緑化の推進

（20.2%）

あなたは、区政にどの程度
関心がありますか

「関心がある」人が６割

健康づくりのために実行し
ていることはありますか

健康づくりのために実行し
ていることが「ある」人は、
５割半ばを超える

日
時　

３
月
18
日
（
火
）
午
後
１
時
30

分
～
４
時

会
場　

産
業
経
済
部
研
修
室
（
荒
川
消

防
署
隣
セ
ン
ト
ラ
ル
荒
川
ビ
ル
４

階
）

対
象　

区
内
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
、
20
人
（
申
し
込
み
順
）

内
容　

事
業
経
営
に
必
要
な
Ｉ
Ｔ
の
基

日
時　

３
月
5
日
・
12
日
・
19
日
の
水

曜
日
（
全
３
回
）
午
後
7
時
～
８
時

30
分

対
象　

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女

性
、
15
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師　

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
宮
本
恵

氏
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ　

ア
ク
ト
21

�

☎
（
３
８
０
９
）
２
８
９
０
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平
（
３
８
０
９
）
２
８
９
１

礎
知
識
、
活
用
事
例
の
紹
介
等

＊
初
心
者
向
け
の
内
容
で
す
。
パ
ソ
コ

ン
の
実
技
は
あ
り
ま
せ
ん

申
込
み
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
で
、
会
社
名
・
業
種
・

会
社
所
在
地
・
参
加
者
の
氏
名
・
電

話
番
号
を
お
知
ら
せ
下
さ
い

申
込
み
・
問
合
せ　

経
営
支
援
課

�

☎
（
３
８
０
３
）
２
３
１
１

�

平
（
３
８
０
３
）
２
３
３
３

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

sogyoitshie

　

n@city.arakawa.tokyo.jp

内
容
・
期
日
・
定
員
・
費
用

①
フ
ラ
ワ
ー
バ
イ
キ
ン
グ
ｄデｅ
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
…
３
月
３
日
・
17
日
の
月

曜
日
、
各
24
人
、
一
回
千
円

＊
各
回
共
内
容
は
同
じ

②
和
布
ｄ
ｅ
匂
い
袋
…
３
月
７
日（
金
）

10
人
、
４
０
０
円

日
時　

３
月
28
日（
金
）午
後
８
時
30
分

区
役
所
前
出
発
～
30
日（
日
）夜
帰
着

場
所　

鹿
沢
ス
ノ
ー
エ
リ
ア
ス
キ
ー
場

宿
泊
先　

鹿
鳴
館
（
群
馬
県
吾
妻
郡
）

対
象　

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小

学
校
４
年
生
以
上
の
方
、
40
人
（
申

し
込
み
順
。
小
学
生
は
10
人
ま
で
）

参
加
費　

２
万
９
千
円
（
小
学
生
は
、

２
万
７
千
円
）

申
込
み
方
法　

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
で
、
参
加
者
全
員
の

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
（
フ

③
和
布
ｄ
ｅ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
入
れ
…
３

月
14
日
（
金
）
15
人
、
３
０
０
円

④
牛
乳
パ
ッ
ク
ｄ
ｅ
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
…

３
月
19
日
（
水
）
15
人
、
２
０
０
円

⑤
傘
布
ｄ
ｅ
雨
用
ひ
ざ
下
カ
バ
ー
…
３

月
26
日
（
水
）
10
人
、
２
０
０
円

⑥
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
ｄ
ｅ
エ
コ
ボ
デ
ィ
…

３
月
28
日
（
金
）
15
人
、
２
０
０
円

⑦
指
あ
み
ｄ
ｅ
エ
コ
た
わ
し
…
３
月
31

日
（
月
）
15
人
、
２
０
０
円

時
間　

午
前
10
時
～
正
午
（
②
午
後
１

時
～
３
時
、
⑥
午
前
10
時
～
11
時
）

会
場　

あ
ら
か
わ
エ
コ
セ
ン
タ
ー

後
援　

荒
川
区

主
催
・
申
込
み
・
問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
エ
コ
生
活
ひ
ろ
め
隊

�

☎
０
７
０
（
６
５
２
１
）
７
６
５
１

　

区
で
は
、
幅
広
い
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
知

識
を
有
し
、緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

花
と
緑
の
“
伝
道
師
”
と
し
て
活
躍
す

る
人
材
を
養
成
す
る
「
あ
ら
か
わ
園
芸

名
人
養
成
講
座
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

講
座
は
、
基
礎
的
な
園
芸
技
術
を
学
ぶ

初
級
編
（
１
年
目
）
と
大
型
コ
ン
テ
ナ

や
花
壇
を
使
っ
て
公
共
の
場
の
緑
化
に

つ
い
て
学
ぶ
上
級
編
（
２
年
目
）
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

25
年
度
は
、
左
表
の
方
が
「
あ
ら
か

わ
園
芸
名
人
」
に
認
定
さ
れ
、
１
月
24

日
に
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
（
順

不
同
・
敬
称
略
）。
今
後
、
花
と
緑
、

笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り
の
た
め

に
、
園
芸
名
人
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

問
合
せ　

道
路
公
園
課

�

☎
内
線
２
７
５
２

＊
26
年
度
の
受
講
生
募
集
は
、
区
報
３

月
21
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

ァ
ク
ス
番
号
）・
所
持
級
・
レ
ン
タ

ル
の
有
無（
サ
イ
ズ
明
記
）・
持
病
の

有
無
を
明
記
し
、
〒
１
１
６
︱
０
０

０
３
荒
川
区
南
千
住
７
︱
23
︱
４

︱
１
２
０
４
荒
川
区
ス
キ
ー
連
盟
・

滝
沢
ま
で（
平〈
３
８
０
２
〉７
６
８

８
。
フ
ァ
ク
ス
は
午
後
９
時
ま
で
）

締
切
り　

３
月
16
日
（
日
）

後
援　

荒
川
区
教
育
委
員
会

主
催
・
問
合
せ　

荒
川
区
ス
キ
ー
連
盟

橋
本

�

☎
０
７
０
（
５
５
８
０
）
７
６
８
８

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

arakawask

　

i@gmail.com

エ
コ
生
活
実
践
講
座

●

春
の
ス
キ
ー
教
室

●

男
女
共
同
参
画
推
進
講
座

自
分
も
相
手
も
大
切
に
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
講
座
（
無
料
）

●


























































































































今
す
ぐ
始
め
る
！　

Ｉ
Ｔ
活
用

セ
ミ
ナ
ー
基
礎
編
～
Ｉ
Ｔ
を
経

営
に
活
か
す
第
一
歩
（
無
料
）

●

▲講座の様子

あらかわ園芸名人認定者
氏名 住所

高野　洋子
太田　和代 南千住６丁目

村上　久音
長谷川玲子 南千住８丁目

沼田　信子 荒川３丁目
大久保洋子 荒川５丁目
市村　尚子 荒川７丁目
加藤　弘子 町屋４丁目
関森ゆかり 町屋５丁目
鈴木　光江 東尾久２丁目
篠崎　清枝 東尾久３丁目
辻井　康之 東尾久６丁目
江口　　幸 西尾久６丁目
寺本タミ子
蜂須賀利勝 西尾久８丁目

小中　則子 東日暮里２丁目
杉本かづ子 東日暮里５丁目

区政世論調査の結果がまとまりました

　区は、区民の皆さんのご意見やご要望を
区政に反映するため、毎年、区政世論調査
を実施しています。今号では、25年度の調
査結果の概要をお知らせします。
　区政世論調査の結果は、区役所 2階の情
報提供コーナーや各区立図書館、荒川区ホ
ームページ（アドレスは１面下欄参照）で
もご覧頂けます。
＊小数点第 2位を四捨五入したため、回答比率
の合計が100％にならないものもあります
問合せ　秘書課� ☎内線21６1

調査の概要
対象　区内在住の満20歳以
上の男女、2５00人を無作
為抽出

配布方法　郵送
回収方法
　郵送・電子申請
調査期間
� 2５年8月30日～ 9月23日
回収数（率）
� 　1364件（５4.6％）

世論調査の結果は区政のさまざまな分野に反映しています
▷「災害時地域貢献建築物」の認定と、認定を受け

た建物への防災資機材の購入経費の助成
▷道路の拡幅整備
▷老朽住宅の建替支援などを行う「密集住宅市街地

整備促進事業」や「不燃化特区」の実施
▷災害時要援護者に配慮したトイレ・テントの配備

など、避難所の備蓄物資・資機材の拡充
▷消火用水の確保を目的とした「永久水利」の整備

▷介護予防のために、「荒川ころばん体操」、口腔保健教室、低栄養予防教室、
認知症予防教室などの開催

▷高齢者のみまもりサービスとして、ひと声運動、配食みまもり、緊急通報シ
ステム、救急医療情報キットの配布の実施

▷地域包括支援センターと、高齢者みまもりステーション（区内７カ所）の設置

▷緊急時に、周囲に身の危険を知らせるため
の「生命を守るホイッスル」の配布

▷町会・商店街等が設置する 
　防犯カメラの設置・維持に 
　掛かる費用の一部の補助 
　と、「荒川区防犯カメラの 
　設置及び運用に関する条 
　例」の制定

▷公設民営夕やけこやけ保育園の開設
▷私立保育所の新設・改築支援、グループ

型家庭的保育な
どの保育施設整
備の推進

▷一時保育事業
の充実

▷スクール安全ステー
ション（全区立小学
校に設置）に常駐す
る児童安全推進員等
による見守り

▷安全・安心パトロー
ルカー（青パト）の
区内巡回による見守
り

▷老朽化した公園等の施
設整備やバリアフリー
化の推進

▷公園・児童遊園、グリ
ーンスポット等の新
設・拡充

▷緑化活動を行う「街な
か花壇」への参加促進

▶
区
内
の
防
犯
カ
メ
ラ

◀
荒
川
こ
ろ
ば
ん
体
操

▲街なか花壇

▲スクール安全ステー
ション▲夕やけこやけ保育園

▶
隅
田
川
を
活
用
し

た
「
永
久
水
利
」

を
整
備

地震などの防災対策

高齢者福祉の充実

地域防犯への取り組み

子育て支援の充実 子どもの安全対策

公園の整備充実・緑化の推進

A

A

A

A

A

A
A

A

Q Q
Q

Q

Q

Q

Q

Q

61.3

（％）

5.026.1 3.4 2.1 2.1

住み続ける
つもり

《住み続けたい》 《転居したい》
当分の間は
住むつもり 出来れば転居したい 転居するつもりわからない 無回答

0 10 20 30 40 50 60 70 80（%）

「あらかわ区報」

町会の回覧板

地域の掲示板

「荒川区議会だより」

「わたしの便利帳」

69.0

25.1

24.6

24.1

23.1

47.5

（％）

48.4 4.1

ある ない 無回答

（%）

資金不足
分譲マンションなので
自分だけでは難しい
自分自身が高齢である
持ち家では無いので
建て替えられない

敷地が狭い

敷地が道路に面していない
持ち家だが地主の
同意が得られにくい
建物が新しいので建
て替えは考えていない

その他

0 5 10 15 20 25 30

27.3

22.2

18.2

17.7

10.2

2.7

2.1

15.0

7.7

57.4

（％）

41.1 1.5

ある ない 無回答

（%）0 10 20 30 40 50 60 70

ウオーキング・散歩
（一人で実施）

体操（一人）

ジムでのトレーニング

スポーツ（テニス・卓球・
バレーなどの球技）

体操（ラジオ体操・ころ
ばん体操等を集団で）

60.3

18.1

13.8

12.9

12.9

17.7

（％）

6.742.5 26.6 3.8 2.7

関心がある

《関心がある》 《関心がない》

やや関心がある あまり関心がない 関心がない わからない 無回答

SU居住と生活環境US SU広報活動US
SU
住居の建て替え

� ・居住意向US

SU区政への関心と要望US

SU防災対策US

SU健康づくりUS

これからも荒川区にお住
まいになりますか

A

Q

（%）0 10 20 30 40 50 60 70 80

食料や飲料水などの備蓄

防災用品（ラジオ、懐中電灯、
持ち出し袋）などの備蓄

一時（いっとき）集合場所・広域
避難場所への避難ルートや
避難所となる施設の確認

連絡方法の確認など、
家族の防災会議の開催

室内の家具類の転倒・
落下の防止対策

75.7

66.3

42.8

33.9

32.0

今後、家庭で取り
組みたいと考えて
いる防災対策は何
ですか（複数回答）

「食料や飲料水な
どの備蓄」が７割
半ば

A

Q
0 10 20 30 40 50（%）

災害時要援護者（一人暮
らし高齢者・障がい者等）
の安否確認や避難誘導

初期消火活動

避難所開設・運営
への協力

地域のパトロール

救出活動や負傷者
の応急手当

手話通訳・語学ボラン
ティア等の専門知識

を使った活動

その他

協力出来ることは
何も無い

38.4

37.7

36.7

24.9

21.4

4.2

8.9

15.5

あなたは災害が発生し
たとき、地域の防災活
動にどんな協力が出来
ますか（複数回答）

「災害時要援護者の安
否確認や避難誘導」、
「初期消火活動」、「避
難所開設・運営への協
力」がそれぞれ３割半
ばを超える

区政に関する情報は、
どのようにして入手
していますか（複数回答）

「あらかわ区報」が
約７割

居住している建物を
建て替えるとしたら
どのような問題があ
りますか（複数回答）

「資金不足」が２割
半ばを超える

健康づくりのために実
行しているものをお答
え下さい（複数回答）

「ウオーキング・散歩
（一人で実施）」が６割

今までに荒川区ホームペ
ージをご覧になったこと
はありますか

見たことが「ある」と「な
い」が共に５割近く

「住み続けたい」と思って
いる人が８割半ばを超える

区民の声を区政に！

芸術文化振興
（「芸術文化活動」、「区における芸術文化
の振興」、「次世代に継承したいもの」に
ついて伺いました）

　荒川区芸術文化振興プラン策定に関する懇談会の
資料として活用しています。「荒川区芸術文化振興
プラン」は26年度に改訂する予定です。

健康づくり
（「減塩・食生活改善」について伺いました）

　24年 ３ 月に策定した「荒川区健康増進計画（平成
24 ～ 28年度）」で設定した目標を達成するための基
礎データとして活用しています。







　　　荒川区の事業のうち、今後、
力を入れてほしいと思うもの
を、第１位から第 5 位まで選
んで下さい（複数回答）

　　　地震などの防災対策（38.6%）
が１位

２位　高齢者福祉の充実（31.6%）
３位　地域防犯への取り組み（24.3%）
４位　幼児・児童の子育て支援の充

実（21.8%）
５位　子どもの安全対策／公園の整

備充実・緑化の推進（共に
19.0%）

A

Q



























































































各種計画への活用
（24年度調査分）

区民の声を区政に！


